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ち ず
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 チェックポイント写真
しゃしん
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かい

 説
せつ

 

3 
 

これも小
ちい

さな古墳
こ ふ ん

です。この森
もり

の中
なか

には約
やく

２０個
こ

の古墳
こ ふ ん

があり、「川角
かわかど

古墳群
こ ふ ん ぐ ん

」とよんでいます。

古墳
こ ふ ん

は１4００年前
ねんまえ

のお墓
はか

。とても古
ふる

いお墓
はか

は、ずっ

とこわされなかったんですね。鎌倉
かまくら

街道
かいどう

上道
かみつみち

を歩
ある

いた人
ひと

たちも、古墳
こ ふ ん

をながめながら歩
ある

きました。 

 

４のQRコードをよみこむと、 

この写真
しゃしん

のくわしい解説
かいせつ

が見
み

れます。 

4 

 チェックポイント３にある古墳
こ ふ ん

の上
うえ

に石
いし

が立
た

って

います。この石
いし

は「庚申塔
こうしんとう

」といい、江戸
え ど

時代
じ だ い

初
はじ

め

より流行
りゅうこう

した庚申
こうしん

信仰
しんこう

によって建
た

てられたもので

す。この庚申塔
こうしんとう

は、地元
じ も と

の大類
おおるい

村
むら

（今
いま

は大字
おおあざ

大類
おおるい

）

のお寺
てら

と村
むら

の人々
ひとびと

が建
た

てました。 

 

QRコードをよみこむと、２と３の 

写真
しゃしん

のくわしい解説
かいせつ

が見
み

れます。 

5 

 

ここは「崇
すう

徳寺
と く じ

跡
あと

」という遺跡
い せ き

です。といって

も、お寺
てら

の建物
たてもの

は発見
はっけん

されず、お墓
はか

のあとが見
み

つ

かっています。まん中
なか

あたりに古墳
こ ふ ん

があり、そのま

わりのお墓
はか

のあとからは、板
いた

のような石
いし

の塔
とう

「板碑
い た び

」や、やけた人
ひと

のほねが入
はい

ったつぼやかめ

が発見
はっけん

されました。 

QRコードをよみこむと、 

この写真
しゃしん

のくわしい解説が見れます。 

6 

 

延慶
えんきょう

３年
ねん

(1310)にたてられた「延慶
えんきょう

の板碑
い た び

」で

す。この板碑
い た び

は、もともと崇
すう

徳寺
と く じ

跡
あと

にたっていまし

た。高
たか

さ約
やく

３ｍ、厚
あつ

さ約
やく

８ｃｍの大
おお

きな板碑
い た び

です。

上のほうには仏
ほとけ

様
さま

の記号
き ご う

（梵
ぼん

字
じ

という）、仏
ほとけ

様
さま

の

お経
きょう

の言葉
こ と ば

、まん中
なか

には、たてた年
とし

などがほられ

ています。 

QRコードをよみこむと、 

この写真
しゃしん

のくわしい解説
かいせつ

が見
み

れます。 

7 

 

現在
げんざい

は大類
おおるい

グラウンドになっているこの場所
ば し ょ

は、鎌倉
かまくら

街道
かいどう

上道
かみつみち

にそった「苦
にが

林
はやし

宿
じゅく

」という宿場
しゅくば

だったといわれています。毛呂山
も ろ や ま

の鎌倉
かまくら

街道
かいどう

上道
かみつみち

は「越
おっ

辺
ぺ

川
がわ

」にぶつかり、川
かわ

を越
こ

えて、今
いま

の鳩山町
はとやままち

につづきます。越
おっ

辺
ぺ

川
がわ

には、橋
はし

がかかっておらず、

宿場
しゅくば

は川
かわ

をわたる人
ひと

でにぎわっていたようです。 

 

QRコードをよみこむと、 

この写真
しゃしん

のくわしい解説
かいせつ

が見
み

れます。 

 

 

 

 


